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第一副地区ガバナー/地区ガバナーエレクト各位 

わずか数週間後には、イリノイ州セントチャールズの Q センターで行われる FVDG/DGE セミ

ナーに、皆さんをお迎えすることになります。 

集中的な研修、副会長との写真撮影、ライオンズクラブ国際本部ツアー、創設者メルビン・ジ

ョーンズの墓参など、盛りだくさんの一週間にご期待ください。滞在中には、仲間の

FVDG/DGE とも交流できます。 

FVDG/DGE の皆さんには副会長からギフトが贈られ、セミナー期間を通じて文化・言語交流活

動の機会が設けられています。この活動に全面的に参加し、その体験を存分にお楽しみいただ

けるよう、Q センターでお渡しするバッジには必ず言語リボンを付けてください。 

2 月 13 日（水）には、Q センターでミラノ事前確認セッションが行われます。このセッション

では、ミラノ国際大会と FVDG/DGE セミナー4 日目に関する情報が提供されます。絶対に見逃

せません！ 

Q センターには大会部登録及び宿泊課と旅程課のスタッフが待機し、ミラノ登録、航空券の手

配、2 月 15 日の Q センターから空港への移動に関するご質問に対応させていただきます。  

 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

ライオンズクラブ国際本部 FVDG/DGE セミナー・チーム 
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今後のスケジュール 
 

 2 月 13 日（水）  FVDG/DGE セミナーでのミラノ事前確認セッション 
（Q センター） 

 
 2 月 28 日(木） 2019 年ミラノでの FVDG/DGE セミナー登録用紙 を 

dgeseminar@lionsclubs.org にメールで提出するとともに、 
 FVDG/DGE ホテルでの延泊が必要な場合に、その旨を LCI に 
伝える期日 

 
 2 月 28 日（木） クラス変更希望の提出期日 

 
 2 月 28 日（木） 個人的な通訳希望の提出期日 
 
 3 月 29 日（金） 最終的な旅行の手配を済ませる期日 

 
 4 月 30 日（火） FVDG/DGE 登録/ホテル予約の変更受付期日 

 
 5 月 10 日（金） FVDG/DGE 成人同伴者旅費請求書の提出期日 

 
 7 月 4 日(木）  国際協会が承認するイタリア・ミラノへの到着日 
 
 7 月 5 日（金） FVDG/DGE セミナーおよび祝賀晩餐会 

 
 7 月 9 日(火）  国際協会が承認するイタリア・ミラノの出発日 

 
 7 月 26 日（金）   FVDG/DGE 旅費請求書の提出期日 
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現時点までに終わらせておくべきこと… 

• 2018 年 10 月 22 日までに、Q センター登録申込書を提出。未提出の場合には、

直ちに dgeseminar@lionsclubs.org まで E メールでお送りください。 
• Q センターでの宿泊について確認する E メールを受理。この確認メールを受け

取っていない場合には、直ちに dgeseminar@lionsclubs.org までご連絡ください。 
• Q センターへのフライトの手配を終え、E チケットお客様控えを受理。E チケッ

トお客様控えをまだ受け取っていない場合には、直ちに国際協会旅程課

（DGEtravel@lionsclubs.org）までご連絡ください。 
• ライオンズ学習センターでの事前課題（2019 年 1 月 15 日まで）と、「頭・

心・ガッツ」リーダーシップ診断を完了。 

 

 出発前のチェックポイント 
 

パスポートと個人情報保護 
 
 米国外からシカゴに来る方は、署名が付された有効なパスポートに、ビザスタン

プ等を押すための余白ページが十分になければなりません。また、シカゴに渡航

するためのビザまたは ESTA の取得も必要です。さらに、パスポートの有効期

間が、滞在期間以降 6 カ月以上残っている必要もあります。旅行者の国籍と滞

在期間によっては、ビザ（査証）が必要となることがあります。次のリンクでご

確認ください。https://travel.state.gov/content/travel/en.html  または 
https://lcicon.lionsclubs.org/experience/fvdg-dge-seminar/ 

 パスポートは、搭乗のチェックイン時に必要となりますので、スーツケースには

入れないでください。 
 書類はコピーを 2 部取っておき、1 枚は自宅に、もう 1 枚はパスポートやクレジ

ットカードとは別にして手持ちの荷物に入れておきましょう。旅行の前には、旅

行の予定をクレジットカード会社に通知しておきます。 
 ワイアレス個人情報盗難（非接触式または RFID スキミング）の被害から身を守

るため、パスポートやクレジットカードの持ち運びには、RFID ブロックのケー

スやパスポート入れ、財布、バッグ等を利用しましょう（大手小売店やオンライ

ンで購入可）。 

 
 

mailto:dgeseminar@lionsclubs.org
mailto:dgeseminar@lionsclubs.org
mailto:DGEtravel@lionsclubs.org
https://travel.state.gov/content/travel/en.html
https://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/fvdg-dge-seminar/
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健康と保険 
 ライオンズクラブ国際協会は、FVDG/DGEセミナーへの往復の旅行およびセミ

ナー期間中、会員に対して旅行・医療保険による補償は行いません。ご自身の健

康状態を検討し、十分な医療保険に加入していることを確認してください。 
 

携帯電話 
 出発の前に、ご利用の携帯電話の国際通話プランについて確認しておきましょう。 

 
タイムゾーン 
 イリノイ州セントチャールズはシカゴ近郊にあり、米国中部標準時が使われてい

ます。米国中部標準時（CST)は、グリニッジ標準時間から6時間遅れです

（GMT-6）。 
 

電圧 
 米国内の標準電圧は120Vで、ソケットにはA型とB型があります。電圧やソケッ

トタイプの異なる電気製品を使用する場合には、アダプターや変圧器を持参する

ことをお勧めします。Qセンターでは、変圧器の貸し出しは行っていません。 
 

気候 
 平均気温は通常2ºCです。シカゴ地域では、2月には雪が降ることもあります。

特にツアーの日のために、必ず暖かい衣類をご用意ください。 
 
 

服装について 
FVDG/DGE セミナーの行事では、ビジネススーツか地区/複合地区のユニフォームをご

着用ください。 
 
FVDG/DGE セミナー行事での推奨される服装は下記の通りです。 
 
 男性 女性 
ビジネス ビジネススーツまたは 

ブレザーとネクタイ 
スーツ、またはスカートか 
スラックスのセパレーツ、 
ワンピース 

地区/複合地区ユニフォーム 地区や複合地区が定めた上着とネクタイまたはスカーフ等 
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空港送迎  
2 月 11 日（月）：空港到着 
 
ライオンズクラブ国際協会が承認している到着日は 2 月 11 日（月）です。手荷物を受け取っ

たら、「ライオンズクラブ」のロゴを掲げた A-1 空港リムジンの出迎え係をお探しください。

出迎え係がシャトルまでご案内します。 
 
FVDG/DGE がシカゴ・オヘア空港とミッドウェイ空港のどちらをご利用になられても、空港

送迎は A-1 空港リムジン・サービスが担当しています。 
 

FVDG/DGE 専用空港シャトルは、下記の場所から出発します。 
 
  

オヘア国際空港（ORD) 
 
ミッドウェイ空港（MDW) 

 

国際線 
 
国際線のフライトは、すべてターミナル 5 に到着

します。 

入国審査デスクまでお進みの上、パスポートと

査証（必要な場合）を提示してください。手荷

物を受け取り、税関デスクにお進みください。

税関を抜けましたら、「ライオンズ」のロゴを

お探しください。ターミナル中央の案内デスク

に A-1 の出迎え係が控えております。出迎え係

が Q センターへの FVDG/DGE 専用空港シャト

ルまでご案内します。 
 

 

 
国際線はすべて、オヘア国際空港に到着し

ます。 

 

国内線 
 

地下の手荷物受取所エリアに進み、ご自分のフ

ライトで指定された手荷物受取テーブルから手

荷物をお受け取りください。また、そこで「ラ

イオンズ」のロゴをお探しください。A-1 の出

迎え係が Q センターへの FVDG/DGE 専用空港

シャトルまでご案内いたします。 

A-1 の出迎え係は、各ターミナルの手荷物受取所

にある以下のドア（出口）の近くに控えており

ます。 

• ターミナルビル 1 – 出口 1E 
スターバックスの隣 

• ターミナルビル 2 – 出口 2C 
スターバックスの隣 

• ターミナルビル 3 – 出口 3E  
スターバックスの真向い 

 

 
手荷物受取所へは、中央のエスカレータ

ーで下に降りてください。 
 
エスカレーターで下に降りたら、「ライ

オンズ」のロゴを 掲げた A-1 の出迎え係

をお探しください。出迎え係が手荷物を

受け取るテーブルをご案内いたします。

手荷物を受け取ったら、出迎え係が Q セ

ンターへの FVDG/DGE 専用空港シャトル

までご案内いたします。 
 
尚、ミッドウェイ空港にはターミナルが 
1 つしかありません。 

 

ご注意ください：2 月 11 日に空港から Q センターまで個人的にタクシーをご利用になった場

合には、その料金は払い戻しの対象とはなりません。 
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2 月 15 日（金）：空港へ出発 
国際協会が承認している出発日は、2 月 15 日（金）です。Q センターをチェックアウ

トされる前には、お部屋に忘れ物がないかご確認の上、フロントで精算をお済ませく

ださい。 
 
FVDG/DGE 専用空港シャトルは、Q センターのロビーから出発します。2 月 14 日（木）

には、Q センターのロビーに掲示を行い、2 月 15 日（金）に Q センターから空港まで運

行するシャトルの詳しい出発時刻をお知らせします。 
 
時間にゆとりを持っていただけるよう、下記の時刻に Q センターを出発されることをお勧め

します。 
 
  

オヘア国際空港（ORD） 
 

ミッドウェイ空港（MDW） 
 

国際線 
 

フライトの 3.5 時間前 
 

フライトの 3.5 時間前 
 

国内線 
 

フライトの 3 時間前 
 

フライトの 3 時間前 
 

ご注意ください：  2 月 15 日に Q センターから空港まで個人的にタクシーをご利用になった

場合には、その料金は払い戻しの対象とはなりません。  

 
旅行支援 
 ご自身のフライトに関するご質問や、お乗り継ぎの際に遅延等があった場合には、旅程

表に記載されている旅行代理店にご連絡ください。 
 

手荷物 - 機内持ち込み 
 貴重品、航空券、パスポート、および医薬品はすべて機内持ち込み手荷物として携帯す

るようにしてください。また、機内持ち込み手荷物に着替えを一式入れておくとよいで

しょう。 
 

預け入れ手荷物 
 国際協会は、FVDG/DGE のものに限り、サイズ・重量ともに航空会社の規定内に収ま

る預け入れ手荷物一つ分の料金を払い戻します。追加の預け入れ手荷物や重量超過手荷

物の料金は自己負担となります。各手荷物の内外には、住所氏名と電話番号を記した名

札等を必ず付けてください。預け入れ手荷物の料金を旅費請求書に含めることをお忘れ

なく。払い戻しを受けるには、手荷物料金の領収書が必要です。 
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財務 
旅費請求書 

空路で Q センターに到着する FVDG/DGE は、空港との往復にかかる旅費を記録してお

くべきです。経費はすべて、2019 年イリノイ州セントチャールズ・セミナー

FVDG/DGE 現地交通機関請求用紙に記録してください。この用紙は、関連の領収書す

べてを添えて、2019 年 3 月 15 日（金）までに DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org
に提出する必要があります。 

車で Q センターにお越しになる FVDG/DGE は、FVDG/DGE 運転請求用紙に必要事項

を記入して提出してください。この用紙は、関連の領収書すべてを添えて、2019 年 3
月 15 日（金）までに DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org に提出する必要がありま

す。 

提出期日を 60 日以上過ぎると、請求書が届いても払い戻しの対象となりませんので、

ご注意ください。 

旅費請求書に関するご質問がありましたら、国際本部

（DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org）までお問い合わせください。 

 

銀行情報 

地区ガバナーは任期中の経費について、請求書を提出する必要があります。払い戻しを

迅速かつ容易に行えるよう、国際本部では地区ガバナーへの電子送金を希望しています。

こちらをクリックしてウェブサイトにアクセスし、「その他：」のタイトルの下に表

示される適切なフォームに必要事項をご記入ください。銀行情報の提出先は

accountspayable@lionsclubs.org です。銀行情報フォームには、所属地区と役職名もご

記入ください。 

銀行情報の提出に関してご質問がありましたら、国際本部

（accountspayable@lionsclubs.org）までお問い合わせください。 

 

https://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/fvdg-dge-seminar/
https://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/fvdg-dge-seminar/
mailto:DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org
mailto:DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org
https://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/fvdg-dge-seminar/
mailto:DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org
mailto:DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org
https://lionsclubs.org/ja/resources-for-members/resource-center/finance-resources
mailto:accountspayable@lionsclubs.org
mailto:accountspayable@lionsclubs.org
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イリノイ州セントチャールズ 
Q センターコンファレンスセンター 

 
イリノイ州セントチャールズにある Q センタ

ーは、米国中西部最大の会議施設であり、そ

のリクリエーションエリアは 95 エーカー

（約 384,451 ㎡）に及びます。シカゴの約 50
キロ西に位置し、食堂・会議室・宿泊施設が

備わっています。 
 

Q センターの宿泊施設はドミトリースタ

イルのスタンダードルームで、シングル

ベッドと人間工学に基づくワークステー

ションがあります。専用の浴室はウォー

クインシャワーで（浴槽なし）、室内は

禁煙です。アメニティには、コーヒーメ

ーカー、ラジオ付き目覚まし時計、ヘア

ドライヤー、アイロンとアイロン台、洗

面用具が含まれています。 
 

全客室で Q センターQ ベーシック WiFi が無料提供され、26 インチの薄型高精細度テ

レビでケーブル番組を視聴できます。Q センタープレミアム WiFi の利用には追加料金

（1 日$15）がかかり、自己負担となります。 
  

Q センターには、ギフトショップ、セルフ

サービスの無料ランドリーエリア、スタッ

フが配置されたビジネスセンター、フィッ

トネスセンター、瞑想/祈祷用の無音室も

あります。 
 
Q センターが提供する環境は、第一副地区

ガバナー/地区ガバナーエレクトが集中的

な研修を通して、地区ガバナーとしての年

度に備えるために役立つでしょう。会議室の壁は防音で、人間工学に基づく椅子があり、

Q センターQ ベーシック WiFi を利用できます。 
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宿泊施設 
現在までに、Q センターからご宿泊の確認書が届いているはずです。国際協会が承認し

ている到着日は 2 月 11 日（月）、出発日は 2
月 15 日（金）です。第一副地区ガバナー/地
区ガバナーエレクト研修プログラムの全日程

を、Q センターで過ごしていただかなければ

なりません。 

客室のチェックイン時間は 16 時、チェック

アウト時間は 13 時です。アーリーチェック

インやレイトチェックアウトは、Q センター

の状況によりご利用いただけない場合がござ

います。また、追加料金がかかります。アーリーチェックインおよびレイトチェックア

ウトの料金は自己負担となります。 

ライオンズクラブ国際協会は、その承認した日程のみについて、ツインサイズベッド 1
台の 1 人部屋 1 室分の料金を支払います。第一副地区ガバナー/地区ガバナーエレク

ト・セミナーには、同伴者/ゲストの出席は認められておりません。 

 Q センターは、お体の不自由な方々のご要望にお応えできるよう最善を尽く

します。宿泊予約の際にお知らせいただいていないご要望がありましたら、

国際本部までご連絡ください。 

 宿泊確認書に記載の日付がフライト・スケジュールと一致していることをご

確認ください。Q センターでの前泊・延泊（国際協会の承認日以外）は自己

負担となり、空き状況によってはご利用いただけない場合もございます。 
前泊・延泊および料金の詳細につきましては、国際本部

（dgeseminar@lionsclubs.org）までお問い合わせください。 

 Q センターでのご宿泊は国際本部が手配しております。混乱を避けるため、Q
センターに直接連絡することはご遠慮ください。宿泊に関するご質問はすべ

て、国際本部（dgeseminar@lionsclubs.org）までお問い合わせください。 

 前泊・延泊分の宿泊費、インシデンタル（客室付けの雑費）、およびこれら

に伴う税金などによる残高は、チェックアウト時に Q センターより

FVDG/DGE に請求されます。 

mailto:dgeseminar@lionsclubs.org
mailto:dgeseminar@lionsclubs.org


FVDG-DGE LM #2.JA 

 

スクーター/車椅子のレンタル  
FVDG/DGE セミナーでのスクーターと車椅子については、レンタル業者として

Scootaround 社をお勧めしております。FVDG/DGE セミナー期間にご利用いただける

よう、スクーターまたは車椅子を Q センターにお届けします。料金のご確認とスクー

ター/車椅子のご注文は、こちらをクリックしてください。主要会社のクレジットカー

ドが必要です。 

 

Q センターアプリ 
Q センターがリリースしているアプリは、宿泊客が施設内を移動するために役立つでし

ょう。スマートフォンまたはタブレットを使えば、このアプリが目的地までの経路を細

かく案内してくれます。行事の場所が分からない場合には、「イベント選択」機能を利

用すれば、正しい場所まで案内してもらえるはずです。 

位置情報サービスと Bluetooth をオンにしておくと、お手持ちのモバイルデバイスが Q
センターの 350 余りの箇所に配備された小さなビーコンと交信します。ビーコンから

受信する情報は、ご自身が施設内のどこにいるかを把握するために役立ちます。 階段

を避けて適切なエレベーターに案内する機能や、最寄りの洗面所その他の設備まで案内

してくれる機能も、オンにしておくことができます。 

 

Q センターアプリは Apple App Store と Google Play Store の両方で入手できます。

「Q センター」を検索すれば簡単に見つかりますので、インストールしてください。 

 

 

https://locations.scootaround.com/LCISeminar
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Q センター マップ 
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食事 

施設の食堂では、ビュッフェスタイルで幅広いお料理（ベジタリアンやインディアン・

ベジタリアンも含めて）を用意しておりますので、お好みに合わせて選択できます。 

Q センターでの FVDG/DGE セミナー・パッ

ケージには、1 日 3 回、施設の食堂でのビュ

ッフェスタイルの食事が含まれています。食

事の提供は国際協会の承認している到着日：

2 月 11 日（月）の夕食から始まり、国際協会

の承認している出発日：2 月 15 日（金）の昼

食で終わります。 

食事時の混雑を緩和するため、FVDG/DGE
専用の時間帯と場所が指定されます。指定の時間帯と場所が次のページに記載されてお

りますので、お守りくださいますよう、お願いいたします。 

 

コンファレンスセンターの食堂とは別に、Q センターには Brick Oven Bistro と Club 
House Restaurant がありますが、食事パッケージには含まれていません。国際協会の

食事パッケージ以外の食事は自己負担となり、代金は直接 Q センターにお支払いいた

だくことになります。平均的な価格帯は US$15～US$25 です。Brick Oven Bistro のメ

ニューと価格のご確認は、こちらをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.qcenter.com/dining-entertainment/brickovenbistro/
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食事のスケジュール 
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ツアー当日 
 
2 月 14 日（木）には、オークブルックの国際本部ツアーが行われます。ジュンヨル・

チョイ国際第一副会長が皆さんをお迎えし、写真撮影を行います。ツアーには、本部の

視察と創設者メルビン・ジョーンズの墓参が含まれています。また、記念のギフトとラ

ンチボックスも用意されています。 

シカゴ地域の平均気温は通常19ºCですが、 2月には雪が降ることもあります。ツアー

用のコートなど、暖かい衣類をご用意ください。 
 
ツアーのスケジュールはぎっしり詰まっておりますので、FVDG/DGEの皆さんには、

指定された経路を外れないようお願いいたします。当日には、クラブ用品ストアは閉ま

っており、スケジュールの都合上、本部スタッフとお話しいただく時間はありません。 
 
FVDG/DGEクラスルームごとの掲示板に、ツアーのスケジュールを掲示いたします。

ご質問がありましたら、グループリーダーにお尋ねください。 
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ミラノへ向けて… 

2019 年ミラノ用の FVDG/DGE 登録用紙に必要事項をご記入の上、

dgeseminar@lionsclubs.org までご送付ください。すでに用紙をご提出いただいていな

がら、旅行に関する説明を添えた確認書を受け取っていない場合には、Q センターのル

ーム E L203/205 に設けられる案内オフィスにお立ち寄りください。用紙の提出期限は

2 月 28 日（金）です。ミラノへの旅行の手配を済ませる期日は、2019 年 3 月 29 日

（金）です。 

ミラノ登録に関する詳細は、こちらをクリックしてください。 

特別なミラノ事前確認セッションは、2 月 13 日（水）20：00 から Q センターで行わ

れます。このセッションでは、ミラノ国際大会と FVDG/DGE セミナー4 日目に関する

情報が提供されます。絶対に見逃せません！ 

 

地区およびクラブピン 

地区ガバナーエレクトの皆さんには、イタリア・ミラノで 7 月 5 日（金）

（FVDG/DGE セミナー4 日目）に、国際協会の名札とキャビネットピンをお受け取り

いただく必要があります。名札/ピンの受け取り場所と時刻に関する詳細は、5 月に郵

送する資料でお知らせいたします。 

名札/ピンについてご質問がありましたら、国際本部

（ districtadministration@lionsclubs.org）までお問い合わせください。  

 

 

 

 

mailto:dgeseminar@lionsclubs.org
http://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/fvdg-dge-seminar/
mailto:districtadministration@lionsclubs.org
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大会前後の旅行 

大会前後に観光ツアーをご予定の場合には、その日程が FVDG/DGE セミナーおよび

国際大会の承認されている到着日（7 月 4 日）と出発日（7 月 9 日）と重ならないよ

うご注意ください。 
 
払い戻しの対象となるのは、承認されている旅行日における最低額の妥当な（最短ル

ートの）標準または割引価格のエコノミー航空運賃です。これら承認されている旅行

日を逸脱したご旅行は個人的なものと見なされ、期間延長等による航空運賃の増分は

すべて自己負担となります。また、これらの追加期間に生じる宿泊費・食費・インシ

デンタルも、すべて自己負担となります。 
 
ミラノ以外のイタリア各地を観光されたい場合には、AIM Italy 社、Naonis Viaggi 社、

Central Holidays/Rose Marie’s Travel 社、Goway Travel 社、といった国際協会推奨ツ

アー会社にご連絡ください。国際協会の推奨ツアー会社が、ご希望とご予算に合わせ

て大会前後のすばらしいツアーをご提案いたします。国際都市ローマをはじめ、食の

街トスカニー、美しいアマルフィ海岸等、どのツアーに参加すればよいか迷ってしま

うほどでしょう。 
 
LCICon のツアーページ では、お勧めの旅行プランをご覧いただけます。ご希望のツ

アーが満席になる前に、また最安値を確保できるよう、ご予約はお早めに！ 
 
ミラノ市内観光 
 
AIM Italy 社 は、大会期間中、ライオンズとそのゲストにさまざまなガイド付きツアー

を提供してくれる現地公式ツアーパートナーです。ダ・ヴィンチの名画「最後の晩餐」

の鑑賞、有名なミラノ大聖堂内の散策、由緒ある路面電車でのミラノ巡り、アルフ

ァ・ロメオ博物館の見学など、ライオンズ専用のツアーをお楽しみください。 
 
LCICon の現地ツアーページ で、ライオンズのためだけに企画されている幅広い現地

ツアーをご覧いただけます。これらのツアーの多くは早い段階で売れ切れてしまいま

すので、お好みの現地ツアーをお早めにご予約ください。 
 

 
 

http://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/tours-and-attractions/
http://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/tours-and-attractions/
http://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/tours-and-attractions/
http://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/tours-and-attractions/
http://lcicon.lionsclubs.org/ja/experience/tours-and-attractions/
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2019 年 FVDG/DGE セミナーに関するご質問は、 
下記までお問い合わせください。 

 
質問の内容 問い合わせ先 電話番号 E メールアドレス 

 
登録およびホテル手配 

 

ペニー・シウラ 
ケリー・ズィリンスキー 

+1 630-468-6731 
+1 630-468-7015 dgeseminar@lionsclubs.org 

旅行および 
航空券の手配 

リサ・パストア  
リンダ・ロハー 

+1 630-468-7052 
+1 630-468-6832 

 
Dgetravel@lionsclubs.org 

 

旅費支払い ローラ・デルガード +1 630-468-6846 
 

DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org 
 

セミナープログラムの

内容 
シンシア・ビアンキ 
カーリー・ゴンザレス 

+1 630-468-6770 
+1 630-468-6857 

Cynthia.bianchi@lionsclubs.org 
Carlie.gonzales@lionsclubs.org 

 
 
 

 

 

mailto:dgeseminar@lionsclubs.org
mailto:Dgetravel@lionsclubs.org
mailto:DistrictGovernorClaims@lionsclubs.org
mailto:Cynthia.bianchi@lionsclubs.org

	イリノイ州セントチャールズにあるQセンターは、米国中西部最大の会議施設であり、そのリクリエーションエリアは95エーカー（約384,451㎡）に及びます。シカゴの約50キロ西に位置し、食堂・会議室・宿泊施設が備わっています。
	Qセンターの宿泊施設はドミトリースタイルのスタンダードルームで、シングルベッドと人間工学に基づくワークステーションがあります。専用の浴室はウォークインシャワーで（浴槽なし）、室内は禁煙です。アメニティには、コーヒーメーカー、ラジオ付き目覚まし時計、ヘアドライヤー、アイロンとアイロン台、洗面用具が含まれています。
	全客室でQセンターQベーシックWiFiが無料提供され、26インチの薄型高精細度テレビでケーブル番組を視聴できます。QセンタープレミアムWiFiの利用には追加料金（1日$15）がかかり、自己負担となります。
	Qセンターが提供する環境は、第一副地区ガバナー/地区ガバナーエレクトが集中的な研修を通して、地区ガバナーとしての年度に備えるために役立つでしょう。会議室の壁は防音で、人間工学に基づく椅子があり、QセンターQベーシックWiFiを利用できます。
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